
　

本
市
は
、
静
波
・
細
江
、
相
良

な
ど
の
沿
岸
部
に
、
約
７
割
の
市

民
が
生
活
し
て
お
り
、
こ
の
周
辺

に
公
共
施
設
な
ど
の
都
市
イ
ン
フ

ラ
が
集
積
し
て
い
ま
す
。
ま
た
こ

の
沿
岸
部
に
は
、
15
㌔
㍍
の
砂
浜

の
ほ
か
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
や
豊

か
な
農
林
水
産
物
を
楽
し
め
る
地

域
の
魅
力
が
あ
り
、
観
光
サ
ー
ビ

ス
産
業
に
関
す
る
高
い
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
持
っ
た
地
域
で
す
。

　

一
方
で
、
震
災
リ
ス
ク
な
ど
か

ら
高
台
部
の
生
活
環
境
へ
の
ニ
ー

ズ
も
増
え
て
い
る
た
め
、
東
名
高

速
道
路
相
良
牧
之
原
Ｉ
Ｃ
（
イ
ン

総合計画は、牧之原市をどんなまちにしていくか、そのためにどんなことをするかを
総合的・体系的にまとめた計画で、市の全ての計画や事業の基本となるものです。
現在、市では、令和５年度からスタートする第３次総合計画の策定を進めています。
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タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）
北
側
へ
の
、
新

た
な
拠
点
形
成
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
て
い
ま
す
。
高
台
部
に
は

富
士
山
静
岡
空
港
な
ど
、
国
内
外

か
ら
の
玄
関
口
と
な
る
イ
ン
フ
ラ

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、国
道
４
７
３
号
Ｂ
Ｐ（
バ

イ
パ
ス
）
周
辺
は
、
御
前
崎
港
の

輸
出
入
の
利
便
性
も
あ
り
、
ス
ズ

キ
株
式
会
社
な
ど
の
企
業
が
多
数

集
積
し
、
周
辺
地
域
か
ら
毎
日
多

く
の
従
業
員
が
通
勤
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
豊
か
な
自
然
と
高
度

な
産
業
集
積
が
共
存
す
る
と
と
も

に
、
陸
海
空
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
が

整
備
さ
れ
て
い
る
強
み
を
も
っ
て

い
ま
す
。

　

左
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、
本
市

で
は
10
年
前
に
比
べ
て
出
生
数
が

半
減
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
子

ど
も
を
生
み
、
育
て
る
世
代
が
市

外
に
流
出
し
て
い
る
こ
と
が
大
き

な
要
因
で
す
。

　

若
者
か
ら
住
む
場
所
と
し
て
選

ば
れ
る
魅
力
を
高
め
な
け
れ
ば
、

市
の
持
続
性
は
確
保
で
き
ま
せ
ん
。

　

第
３
次
総
合
計
画
は
、
こ
の
地

域
が
持
つ
資
源
や
産
業
の
力
を
活

か
し
、「
住
む
魅
力
」
や
「
市
外

か
ら
人
を
呼
び
込
む
魅
力
」
を
高

め
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

理
念
や
考
え
方
を
記
載
す
る
８

年
間
の
「
基
本
構
想
」、
個
別
施

策
の
方
向
性
な
ど
の
４
年
単
位
の

「
基
本
計
画
」、
毎
年
見
直
す
個
別

事
業
の
「
実
施
計
画
」
の
３
層
構

造
と
し
ま
す
。


